
SDGsとアフリカICT

－ アフリカの可能性をどこに見るべきか －

国際協力機構（JICA）

国際協力専門員

内藤 智之

2019年1月
総務省国際戦略WG用資料

1

010873
スタンプ



１．SDGsとアフリカ

２．アフリカ（一般概況、ICT主要指標）

３．日本が見るアフリカICT vs 世界が見るアフリカICT

４．結びと提言

2



１．SDGsとアフリカ
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持続可能な開発目標（SDGs）から見たアフリカの今（1/3）

Source: UNDP (2017 Africa Sustainable Development Report) 

適切な雇用機会が限られており、かつ社会保障制度が整っ
ていないため、極度の貧困がなかなか減っていない。

― 1日1ドル90セント未満で暮らす極度の貧困状態の割合は2002年には55％から
2013年には40％に削減

食料不安を抱える人や栄養不良に陥っている人々の数は
増加しており、北アフリカを除いた地域で問題が増大。

― アフリカ全域で3.35憶人がある程度、もしくは厳しい食料不安の状態（2015
年）、2.17億人が栄養不良（2014-2016）

農業のポテンシャルは高いが、灌漑機能を要している農
業用地が少ない（5%）ことも起因し、農業付加価値は上
昇しているが今でも低く、農業分野への投資は減少。

4



道路安全整備の強化による交通事故は減少する一方、
北アフリカを除く地域ではアルコール消費量が増大し、
酒気帯び運転による事故死が増えている。

避妊手段や助産師へのアクセス向上により、青年期
女子による出産や妊産婦の死亡率が減少。

- 北アフリカを除いたアフリカにおける妊産婦の死亡率は35％、5歳未満
の幼児死亡率は46％、新生児死亡率は30％減少。（2000年～2015年）

Source: UNDP (2017 Africa Sustainable Development Report) 

持続可能な開発目標（SDGs）から見たアフリカの今（2/3）
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教育や国会議員におけるジェンダー格差は減っているが、
未成年の結婚や有害な伝統がこの進展を妨げている。

― 小学校におけるジェンダー平等は96％、中等教育では90％に上昇（2013年）

インフラが整っておらず、製造業の付加価値創造に限りが
あるため、全体的な雇用の増加が制限されている。

研究開発への投資が少なく、イノベーションやテクノ
ロジーの発展可能性が阻害されている。

― 先進国ではGDP比2%、アフリカ以外の途上国ではGDP比1%以上
が研究開発へ投資されていることに対して、アフリカではGDP比
0.5%以下しか投資されていない。

Source: UNDP (2017 Africa Sustainable Development Report) 

持続可能な開発目標（SDGs）から見たアフリカの今（3/3）
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アフリカは他地域に比してデータが圧倒的に不足している

Source: World Development Report 2018
7



SDGsは過去のやり方（BAU）では到底達成し得ない：
ギャップ埋めるためにICTの非伝統的な利活用が不可欠

Source: Columbia University and ERICSSON (ICT & SDGs, 2017) 
暦年
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２．アフリカ（一般概況、ICT主要指標）
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Source： The Economist

中国

インド

ヨーロッパ

アメリカ
日本

メキシコ

● 54ヵ国
● 約12億人
（日本の約10倍）

アフリカ大陸の大きさ（量感）
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アフリカの人口増加カーブと年代別構成（2018）：
分厚い若年層の末広がり

Source: www.populationpyramid.net 11



2014-17年に世界で最も急速な経済成長を遂げた
12か国のうち6か国はアフリカ域内

Source: UNDP (2018) 12



アフリカへの投資が日本のビジネスにとって
好機である理由

Source: UNDP (2018) 13



アフリカのICT主要指標：
モバイル契約数は人口比82％だが実際のユーザー数は半数強程度

Source: We are Social (DIGITAL IN AFRICA 2018) 14



アフリカ（SSA）のICT主要指標：モバイル通信の実態

【2017年】2Gと3Gで96%、4Gはわずか4%
【2025年（予想）】4Gが29%へ、モバイルインターネットは40%へ

Source: GSMA “The Mobile Economy 2018” 15



2040年までに世界のICTインフラ需給ギャップは
1兆ドルに達し、アフリカはその約3割を占める

Source: G20 Global Infrastructure Hub／World Economic Forum 16



アフリカのICTインフラ向け投資とGDP成長には
正の相関関係があるが、実行は伸びていない

• 電話契約率が10％増加すると…
実質GDPは16％成長した。
（1988-2007実績からの分析：AfDB）

• 今後の域内ICTインフラ需要は毎年
40～70億米ドルに達するとされてい
るが、実行は16億ドル（2016）に留
まっている。

Source: AfDB (African Economic Outlook 2018) 17



アフリカの海底ケーブルおよび陸域光ファイバー網

Source: Network Startup Resource Center ( https://afterfibre.nsrc.org/ ) 2018年12月16日時点データ 18



アフリカのICT人材は不足しているが、海外からの育成
支援は年を追う毎に質量ともに手厚くなっている

• 科学技術分野における人口比研究者数の世界平均が1,038人/百万人に対して、アフリカでは91人に留まる。

• カーネギーメロン大学アフリカ校キャンパスがキガリ・イノベーションシティ内に完成（2018年5月）。毎
年計100名のコンピュータ科学／エンジニアリング修士を輩出予定。

• ルワンダのAIMS (African Institute of Mathematical Sciences) で、GoogleとFacebookが世界トップレベ
ルの「機械知能修士コース（Master of Machine Intelligence）」を開始。毎年30名の修士を輩出予定。

• マイクロソフトやアリババなど、米中のICT企業がこぞって奨学金や留学・研究支援を展開している。

• 世界銀行は2014年から「African Higher Education Centers of Excellence Project」を通じて、高度ICT系
人材育成を間接的に支援中。

• 日本政府は2013年から「ABEイニシアティブ」（1,000人／5年間）で、ICT系留学生を105人受入れ済。
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３．日本が見るアフリカICT
vs

世界が見るアフリカICT
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日本企業のアフリカ観：ガヴァナンスや社会情勢への不安

Source: JETRO (アフリカ進出日系企業実態調査 2018) 22



世界企業のアフリカ観：エコシステム構築へ幅広く投資
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「ICT立国：ルワンダ」は高速ネットインフラを駆使し自国を実験場（PoC）
と位置付けることで様々なFDIを誘引し「アフリカの入り口」役を担っている
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ルワンダのICTイノベーション：
Zipline社ドローンビジネス

GPS制御によるドローンが輸血用血液材
をクルマだと4時間かかる僻地の病院へ
わずか15分で届けている。

2016年10月からの1年間で
1,400件超の飛行実施
（うち1/4が緊急事態対応）

2018年にはタンザニア国で4つの
配送センター建設に着手。2,000回／日の配送開始予定

Source: Wired (September 10, 2017), TechCrunch (YouTube Channel)

Zipline

GAVIVisionnaire Ventures

UPS

Fund
2500万$

110万$

物流ノウハウ提供

資金＆保健ノウハウ提供
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中東・アフリカ地域ではデータが爆発的に増加する：
2020年までにCAGR が最高（71 %）となり2015年比 15 倍に増加
（全世界では8倍の増加）

Source: Cisco Visual Networking Index (2016) White Paper

※CAGR（Compound Average Growth Rate: ここではモバイルデータトラフィックの年平均成長率を指す）
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アフリカのデータ爆発を機会としてみる国
英国CDC：（2018年12月11日）Liquid Telecomへ1.8億＄投資

（急増する域内スマホユーザーとデータボリュームへの対応）

Source: Financial Times (December 11, 2018) 28



アフリカのデータ爆発を
機会としてみる国
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Source: Great Lakes Voice (May 16, 2017)

Source：日本経済新聞電子版
（2019年1月11日） 29



４．結びと提言
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（結びと提言）アフリカの可能性をどこに見るべきか（1/2）：
分厚い若年層が国際基準で活躍できるようになるための

インフラと人材への投資は必ず高いリターン（ROI）を生む

• 不足するICTインフラへの投資：

官民連携Blended Financeアプローチでリスク最小化しリターンを最大化。
＞＞＞＞ JICTの英国CDC的な役割に期待。

• ICTスタートアップへのリスクマネー供給と育成：

「世界企業のアフリカ観」から真摯に学び、若い起業家を支援し日本と繋ぐ。

• 域内の戦略ICT組織「Smart Africa Initiative」と戦略的連携：

アフリカの窓口として戦略的に連携し、日本企業の投資・進出リスクを最小化。

• 第2のルワンダを探し、PoCで「アフリカ標準」を他国に先行して創出：

ルワンダの成功教訓は域内他国でも活用可能であり、「第2のルワンダ」を
わが国が戦略的に創出していくことは可能かもしれない。 32



（結びと提言）アフリカの可能性をどこに見るべきか（2/2）：
JICAが既に着手していること、着手困難なこと

• 不足するICTインフラへの投資：

バックホール・インフラのオーナーは民間企業が主であるため、JICAの資金協力に馴染みにくい
（民間 or CDCのような官製ファンドによる投資が適切）

• ICTスタートアップへのリスクマネー供給と育成：

ルワンダ向け技術協力「ICTイノベーション・エコシステム強化」でハンズオンによる起業家育成
と環境強化支援を実施中。

• 域内の戦略ICT組織「Smart Africa Initiative」と戦略的連携：

同上技術協力を通じ、「ルワンダの教訓をアフリカ他国に」を合言葉に強固に連携中。

（日本政府によるスケールアップが実現すれば、TICADでもアピール材料になる）

• 第2のルワンダを探し、PoCで「アフリカ標準」を他国に先行して創出：

例えば、わが国が比較優位性を持つ生体認証技術を活用したアフリカ域内での国民IDデジタル化促
進支援を、戦略的な対象国分析を行ったうえで、官民連携でしたたかに進めることなどは、JICAだ
けでは無し得ない重要アプローチと考えられる。
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